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研究成果の概要（和文）：近年、様々な原因による口唇閉鎖不全のために「咀嚼して嚥下する」という一連の口
腔機能の発達に支障をきたしている子どもが増えている。また、食育の観点から小児期では口腔機能の発達状況
に応じた支援が推奨されている。そこで咀嚼から嚥下までの口腔機能を客観的に評価し、口唇閉鎖不全から誘発
される異常な咀嚼・嚥下動態の関連性を探った。その結果、呼吸が摂食嚥下に密接に関わることが明らかにな
り、呼吸に関する研究も並行して行い、アデノイド、口蓋扁桃肥大、鼻閉の影響を明らかにできた。

研究成果の概要（英文）：In late years children affecting the development of a series of oral cavity 
functions "that it chews it and swallows" because of the lips dysrhaphic state by various causes 
increase.Also, support depending on the development situation of the oral cavity function is 
recommended from the viewpoint of food education in the childhood.Therefore it evaluated oral cavity
 functions from chewing to deglutition objectively and investigated the association of the abnormal 
chewing, deglutition change induced by lips dysrhaphic state.
As a result, it was found that breathing was associated with eating deglutition closely and 
performed the study on breathing in parallel and was able to determine adenoids, hyperplasia of 
palatine tonsil, effect of the nasal obstruction.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で、小児期の食育の観点から「子どもたちが上手に食べる」ための口腔機能の発達支援ができるだけでな
く、呼吸障害に基づく口唇閉鎖不全と口腔機能が関連する知見は歯科医が関連医療職と連携する機会を広げるこ
とに繋がる。さらに、小児期から正常な口腔機能の獲得へ導くことは老年期の口腔機能低下の予防にも貢献し、
誤嚥性肺炎や生活習慣病が減少するものと推察されるので、年々増加している医療費を削減する一助になること
が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

嚥下動作は頭頚部関連器官の複合的な協調運動であるため、数値化した客観的な機能評

価は困難である。また、正常な嚥下動作の発達や維持の支援は患者の QOL を向上し、健康

寿命の延伸につながる。よって、ライフステージ全般に適応可能な嚥下協調動態の客観的評

価法が求められる。  

 

２．研究の目的 

今回、この協調動態の簡便な評価法を確立するために、健常成人を対象に嚥下時の口唇運

動、喉頭運動と嚥下音を同時評価したので報告する。 

 

３．研究の方法 

（1）被験者 

 同意が得られた日常動作に障害を持たない健常成人男性 10 名（平均年齢：23．5±2．5

歳）とした。 

（2）計測システムと被験運動 

 モーションキャプチャ（計測用カメラ

6 台、インターリハ社製 VICON）を用

いた。本装置は、被験者にマーカーを貼

付して計測すると、体表面軟組織動態の

定量的な三次元解析が可能である。 口

唇運動記録は左右口角部に 1 点ずつ o、

喉頭運動記録は甲状軟骨の安静位レベ

ルの左右に 1 点ずつマーカーを貼付し、

嚥下音は咽喉マイク（南豆無線電気社製）

を装着し、同期記録した。 被験者には、

水 5m1 と 20ml を口腔内に保持させて

自分のタイミングにて一口で嚥下させ、

各々と甲状軟骨の最大挙上によって左

右間距離が最小となる時間の差（口唇一

喉頭時間）を求めた。上記 3 項目におい

て、水量の相違による差について

Wilcoxon 検定を用いて検討し、口唇一

音時間と口唇一喉頭時間の Spearman

の順位相関係数を求めて、甲状軟骨の安

被験 図１  被験者者と計測カメラの関

係 

被験 図２  被験者者のマーカーの貼付

部位と舌センサーとマイク 



静位レベルの左右間距離変化が喉頭運

動の有効な評価法であるかを検討した。 

 

４．研究成果 

【結果】 

   

 

 

 

 

  

 

 

5ml と 20ml とを比較した場合、口角間距離は 20ml の方が大きく、口唇―音時間は短

く、口唇―咽頭時間も有意に短かった。 

 

 

 

 口唇―音時間と口唇―喉頭時間の相関を認めた。 

【考察】 

 一口量の増加により、口角間距離変化量は有意に大きく、口唇一音時間と口唇一喉頭時

間は有意に短くなった。このことから、一口量の増加によって口腔顔面軟組織の協調性が

必要になり、口唇の動きを大きくして各器官の作用のタイミングが短縮したものと推察さ

れた。口唇一音時間と口唇一喉頭時間の間に強い相関が認められたので、甲状軟骨の安静

位レベルの左右間距離変化が嚥下時の喉頭運動の有効な評価法であることが示唆された。 

 本法はライフステージ全般に適応できるので、発達期の協調動態を解明し、臨床応用を

図りたい。 
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